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 概要 
 
 
 
グラフィカルな社会還元までのチャート 
関連している企業・大学・団体等 日本物理学会 
関連する特許 1件 なし 
関連する論文 1編 
“Experimental Evidence of the one-third magnetization plateau in the diamond chain 
compound Cu3(CO3)2(OH)2”, H. Kikuchiほか: JMMM, Vol. 272-276 (2004) pp. 900-901. 
 
磁性物理学の発展
（量子力学的効果の
解明） 
量子スピン系 
フラストレーション系 
ナノ磁性体 
電気伝導体      
etc. 
の研究
磁性物理学 
磁性現象は本質的
に量子力学的効果 
研究
背景 
磁気共鳴とは？ 
原子核や電子のもつ磁気モーメントを磁場中でラジオ波、マイクロ波
と共鳴・吸収させることによって、原子核や電子の位置から見た物質
内部の静的・動的磁性を調べることができる。診断・治療のための身
体内部の映像化に利用されているMRIはNMRの原理を応用したも
の。 
本学での NMR実験可能条件 
z 温度：0.5～300 K（液体 3He，4He） 
z 磁場：12 テスラまでの超伝導磁石と電磁
石（NMR以外にも利用可能） 
z 周波数域：5～400 MHzのNMRスペクト
ロメータ 
フラストレーションと低次元磁性体：
三角格子上の反強磁性体のような
強いフラストレーションをもつ磁性体
や低次元磁性体では低温まで秩序
化しにくい。そのような低温で量子力
学的効果のように小さな力が有効に
なってきて、大変変化に富んだ現象
をみせる。 
超伝導体：ある種の物質の電気抵抗
は低温にすると突然ゼロになる超伝
導性を示す。超伝導が生じる温度が
常温であるような物質を開発すること
ができれば、エネルギー、情報等の
広範囲の分野での応用が期待され
ている。この超伝導現象は本質的に
量子的なものである。 
磁気共鳴(NMR, ESR)に
よるミクロスコピックな物
質内部の情報 
分析技術
磁気記憶媒体の高
密度化 
量子コンピューティ
ングの可能性 
スピントロニクスのた
めの分析技術 
スピントロニクス 
磁気記憶媒体 
可能性
磁気記憶媒体 
最近の
話題 
物質開発：新規磁性体や電気
伝導体を探索・開発するために
は、酸化物から分子錯体にいた
るさまざまな物質の化学的、物
理的性質に関する基礎的研究
が重要である。 
結果
量子スピン系の量子効果：磁性をになうスピンは量子力学をもって初めて理解される。量子力学的効果はとても小さ
いために、絶対零度に近い極低温にして熱揺らぎを抑制したときに、とらえることができる。 
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